
 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ 本実践の概要 

  新型コロナウイルス感染症の影響等による臨時休業や出席停止等のため、やむを得ず登校できない生徒や

不登校生徒を含めた全ての生徒に対し、１人１台端末を最大限活用して学びを保障するため、「未来中常時オ

ンラインシステム」の確立に向けた体制を整備した。また、オンライン授業実施に向けて内容を工夫すると

ともに、今後の改善・充実を図るため、各教職員の取組を共有した。 

 

Ⅱ 実践の内容 

１ 「未来中常時オンラインシステム」の確立に向けた体制  

整備 

   「学びを止めない」「心を近づける」ためのＩＣＴの活

用においては、生徒が１人１台端末を持ち帰り、いつで

も授業等に参加できる体制を整備する必要がある。本校

では、校務分掌に既存の校務運営委員会と兼ねて設置し

た「ＩＣＴ学習支援委員会」が中心となって協議し、「未

来中常時オンラインシステム」として、各教室から家庭

に授業を配信することができる体制を整備することとし

た。 

 また、取組については、「Ｗｅｂ会議ツールＺｏｏｍ」

を活用し、各学年に固定ＩＤ及びパスコードを割り当

て、各家庭に通知するとともに、職員室にある各学年の

ホスト機を並べて配置することにより、全ての生徒の参

加状況を一目で把握できるようにした。 

   オンライン授業の推進に当たっては、教師と黒板の２つ

を常に映すようにし、教師の発問や指示及び学習内容を

いつでも生徒が把握できるようにした。 

２ オンライン授業実施に向けた取組の工夫 

端末を通じて様々な交流を行うことができるよう、映像だけでな

く、「Ｗｅｂ会議ツールＺｏｏｍ」のチャット機能を用いた交流や

「Ｇｏｏｇｌｅフォーム」による悩み相談等も実施するととも

に、家庭学習で復習や振り返りを行うために、ＹｏｕＴｕｂｅ

「知床未来チャンネル」を開設し、授業動画を配信した。 

また、不登校生徒にとってもオンライン授業に参加しやすい環境

をつくることができるよう、不登校生徒には本人だと分かりにくい

名前で参加してもよいことを伝えるなどの支援を行った。この工夫

により、不登校生徒にとって、オンライン授業へ参加することへの

抵抗感が小さくなるとともに、継続的に参加することを通して、学

校復帰に対する意欲が高まった。 

３ 学校全体での成果の共有 

各教職員の取組を学校全体で共有するため、校内で「オン   

ライン授業実践事例集」を作成した。事例集は、具体的な手順を示

すとともに、「実践してみてよかったこと」「うまくいかなかったこ

と」をまとめ、今後の取組の改善につなげるようにした。 

 

Ⅲ 実践の成果（○）と課題（●） 

○ 「未来中常時オンラインシステム」の体制整備やオンライン授業

実施に向けた取組等を進めたことにより、やむを得ず登校できない

生徒や不登校生徒を含めた全ての生徒に対して学びを保障する取組

を充実することができた。 

● オンライン授業の実施による課題を共有するとともに、日常の授

業から１人１台端末を活用した指導の充実を図る必要がある。 
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